
 

 

 

困っている児童生徒を援助するための「作戦会議」を成功させましょう。 

「援助チームシート」を作る会議のイメージは、「作戦会議」です。 

この「作戦会議」の目的は、子どものために、みんなで、今自分たちに 

 できることを考えることです。 

   誰かを批判したり、一方的な要求をしたりすることは厳禁です。会議を 

始める前に、この趣旨を参加者全員で確認しましょう。 

 

 全員で「援助チームシート」を囲んで、できる援助、必要な援助を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 援助内容は、当該児童生徒が学校生活をより豊かに送るために何が必要かということに、ポイン 

トを置きましょう。（本人が、自分で何ができて、心のケアに関する援助以外で、今どんな援助を 

必要としているのかを考えましょう。） 

○ 「誰がいつまでに」を決めるときには、決して当該児童生徒本人、保護者、教員を批判しないよ 

うにしましょう。 

「援助チームシート」作成のポイント 

これらの情報や「理解シート」等をもとにして、目標と援助方針を決めます。 

目標と援助方針に基づいて、誰がいつからいつまでどんな援助を行うかを決めます。 

まずは、当該児童生徒の情報を、持ち寄りましょう。 

すべての枠を埋める必要はありません。まずは入れられるところから始めましょう。 

６ 

記載する内容は、よ

り具体的に書きまし

ょう。 

シートに記入する情報

には、できる範囲で情報

源を記載しましょう。 

「いいところ」は、で

きるだけ多く出しまし

ょう。 

本人や保護者が見てもいいよう

に、傷つかない内容と表現に留意

しましょう。 


